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で国体成功 !!

湧水 トンネル内に新たに、ウォターパールが登場しました。ウォターパールとは水に

一定の振動を加え特殊ノズルを通過させることで水を均―な球体に変え連続的に噴射、

さらに照明をすることで肉眼で球体の噴水が楽しめるものです。

七夕まつりで多くの人を招いていますが、この設備で年中通して、湧水 トンネルが楽

しめます。                    (午 前 10時から午後4時まで)

水と緑と土のにおい、いつぱいの住みよい町にします。

伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。

老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。

勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。
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三
月
十
五
日
に
は
町
内
の
三
中
学
（高
森
東
中
、
高
森
中
、
車
部
中
じ
の
卒
業
式
が
、
三
月

二
十
四
日
に
は
五
つ
の
小
学
校
（高
森
東
小
、
高
森
小
、
車
部
南
部
小
、
色
見
小
、
上
色
見
小
）

の
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

専″ィ

各
学
隣

●   ●

●   ●

丁業
式 口r

“

児童・生徒たちは先生との別れを惜しみながら、元気よく飛び立っていきました。

高森小学校 (稲益親義校長)の卒業式では、オペ レッタで在校生が卒業生との思い出

を語れば、卒業生は6年間の楽しかったことや辛かつたことなどを語り、ところどころ

では感激のあまり、声を話まらせる場面もあり、先生たちも日に涙を浮かべながら卒業

生を送り出していました。

卒業生や在校生はもとより、先生や参加していた保護者、来賓の方々にも忘れること

のできない感動の卒業式となつたことでしよう。

すくすくと言つ
三つ子の督牛

大字草部の足立哲男さん宅に三つ子の

仔牛が 1月 5日 に誕生しました。繁殖用雌

牛 (く にさかえ一号)に雄牛第四光重号の

種を受精させたのが昨年春。出産予定より

10日 ほど早くできたそうですが、妊娠中に

は何等特別な変化もなく出産を待つてい

たとのこと。雌 1頭が無事生まれ、ほつと

していると、今度は雄が 1頭 、しばらくす

ると又、雌が 1頭生まれたそうです。

現在、牛の価格は低迷気味ですが、一度

に3頭分の収益と、足立さん宅では家族揃

つて大喜びで、飼育にも一段と力が入つて

います。双子や三つ子を育てるのは難 しい

ようですが、3頭とも元気よくすくすくと

膏ち、あと半年ほどで市場に出荷となりま

すが別れはとでも辛そうです。
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隕購

鏡割りで 「新酒とふるさとの味まつり」幕開け

山村紘司氏 (山 村酒造社長)の「お酒」の

話に参加者は熱心に聞き入つていました。

野尻川上神社獅子舞も公演

肥後牛の丸焼きやヤマメ寿司、生ハム等
に新酒で心もお腹もご満悦 !

かつぽ酒に田楽 「あ～あ、おいしそう」 「根子岳の民話」 き入る参加者   根子岳をバックに 「どんどや」体験

鍮
1‐

創作料理や珍味 (蜂の子炒め)等で話しも盛り上がり最高 テレビでお馴染み斉藤ホテルキャッスル 抽選で食事をあて大喜びの参加者
潮 !                          総料理長の料理も披露                       (2)

‐揚魃
.
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儡

新
酒
と
ふ
る
さ
と
の
味
ま
つ
り

た
か
も
り

の
妹
満
喫
　
た
か
も
リ

フ

ァ
ン
益

々
増
〃
′

一
ク
月
間
に
様

々
な
僣
じ
　
　
（一乃
十
〓
百
■
一乃
十
四
日
）

〃冬
の
高
森
は
暖
か
い
〃
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に

「第
十

一
回
新
酒
と
ふ
る
さ
と
の
味
ま
つ
り
」

日
の
体
暇
村
南
阿
蘇
で
行
わ
れ
た
オ
ー
プ

ニ
ン
グ

「新
酒
と
ふ
る
さ
と
の
味
ま

っ
り

『炎
の
祭
典
』」
を
皮
切
り
に
、
三
月
六
日
に
は
た
か
も
り
花
高
原
で
の

「ど
ん
ど
や
体
験

と
田
舎
料
理
」
、
十
〓
日
に
は
山
見
茶
屋
で

「新
酒
と
創
作
料
理
の
味
ま

つ
り
」
、
十

日

に
は

フ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
が
高
森
駅
前
公
園
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
高
森
フ
ア
ン
が
訪
れ
ま
し
た
。

願

休
暇
村
南
阿
蘇

（二
月
十
三
日
）

●  ●

●  ●

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受
付

を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
四
月
二
十
三
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

入
札
結
果
（吾
万
円
以
上
）

■
工
事
名
　
蔵
地
地
区
簡
易
水
道

新
設
工
事
　
□
工
期
　
二
月
二
十

六
日
か
ら
三
月
二
十
五
日
ま
で

□
金
額
　
八
百
八
十

二
万
円

□
請
負
者
　
（株
）
藤
本
組

人

事

轟

動

四
月

一
日
付
け
で
町
職
員
の
人

事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

（　
）
内
は
旧
係

■
町
民
福
祉
課
　
▼
町
民
福
祉
課

長
補
佐
兼
介
護
保
険
係
長
　
後
藤

秀
希

（社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

出
向
）
介
護
保
険
係
　
橋
本
今
朝

子

（福
祉
係
）

■
税
務
課

▼
町

民
税
係
　
住
吉
勝
徳

（新
採
）

■
保
育
園
関
係
　
▼
草
部
保
育
園

保
母
　
伊
藤
貴
美
恵

（町
民
福
祉

課
福
祉
係
）

■
学
校
関
係
　
▼

高
森
東
中
学
校
給
食
共
同
調
理
場

荒
牧
ト
モ
子

（高
森
小
学
校
給
食

共
同
調
理
場
）

▼
高
森
小
学
校

給
食
共
同
調
理
場
　
田
上
マ
チ
ヨ

（高
森
東
小
学
校
給
食
共
同
調
理

場
）

□
退
職

（三
月
二
十

一
日

付
け
）

古
庄
智
美
子

（高
森
東

中
学
校
給
食
共
同
調
理
場
）

心
配
ご
と
相
談

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
心
配
ご
と
相

談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

草
部
地
区

■
と
　
き
　
四
月
二
十
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
車
部
基
幹
集
落
セ
ン

タ
ー

野
尻
地
区

■
と
　
き
　
四
月
二
十
七
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
野
尻
林
業
セ
ン
タ
ー

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
五
月
十

一
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

診
療
は
　
午
前
９
時
～

午
後
５
時

た
か
■
¬こ′

り
化

Fヨ

原

月

日

山
見
茶
屋

月
十

日

４
月
Ｈ
日

４
月
１８
日

５

月

４

日

５
月

５

日

５
月

９

日

５
月

１６

日

平
田
医
院

Ｔｅ‐
②

‐
０
２
１
６

馬
原
内
科
医
院

Ｔｅ‐
②

‐
０
６
４
６

東
　
医
　
院

Ｔｅ‐
②

‐
０
３
０
９

中

村

医
院

Ｔｅ‐
⑦

‐
２
３
３
３

立

野

病

院

Ｔｅ‐
③

‐
０
１
１
１

寺

崎

医

院

Ｔｅ‐
②

‐
０
３
７
８

南
郷
谷
整
形
外
科

Ｔｅ‐
②

‐
３
３
５
１

渡
辺
内
科

Ｔｅ‐
⑦

‐
１
７
７
７

後
藤
医
院

Ｔｅ‐
⑦

‐
０
０
１
９

立
野
病
院

Ｔｅ‐
③

‐
０
１
１
１

5544
月 月 月 月
3   2   29  25
日 日 日 日
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小
学
校
の
卒
業
式
を
覗
い
て
み

ま
し
た
が
、
二
十
数
年
の
年
月
は

大
き
く
、
オ
ペ
レ
ツ
タ

（せ
り
ふ
、

歌
入
り
の
劇
）
構
成
の
卒
業
式

ヘ

と
変
わ
り
、
卒
業
生
も
、
在
校
生

も
、
先
生
も

一
人
ひ
と
り
が
主
役

を
演
じ
て
い
る
よ
う
で
と
て
も
感

動
し
ま
し
た
。

卒
業
生
担
任
の
熱
血
Ｔ
先
生
の

涙
に
は
い
ろ
ん
な
思
い
出
が
走
馬

燈
の
よ
う
に
甦

っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
初
任
の
地
で
初
の

担
任
と
し
て
卒
業
生
を
送
り
出
し

た
Ｓ
先
生
は
か
な
り
涙
を
我
慢
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
本
当
は
こ

の
涙
を
見
た
か
っ
た
の
で
す
が
―

四
月
は
新
し
い
船
出

の
月
で

す
。
気
合
い
を
入
れ
て
み
な
さ
ん

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
田
浩

毎月第 3水曜日は休館日です。その日が祝祭日の場合は

開館して、次の日が休館日となります。
(19) 今度の温泉館体館日 4月 21日 (水)5月 19日 (水 )

1999.2月 受付分 敬称略

御 遺 族 続柄 死 亡 者

児玉 福男 父 児玉 忠美

人口の動き

世帯数
男
女

総 数

2,603 (―
3,846 (―
4,155(一
8,001(一

１
■

反
∪

（
０

１
■

(2月 末 日現在 )

善 意の灯
ありがとうございました

(敬称略)

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返 し> 佐伯定徳 児玉福男

中川佐智子 丼上木春 後藤 |^九男

人

(一般寄付〉 高森町役場職員有志

■広報送料寄付

野尻 逸司 (熊本市御領 )

古宮 和夫 ・瑞枝 (東京都瑞穂町 )

荒牧 福輝 (北海道旭川市 )

後藤  ともみ (東京都世田谷区 )

後藤 保廣 (福 岡県中間市 )

古後 フク ヨ (福 岡県中間市 )

白石 健一 (大分県荻町 )

2.10
(矢 野 )幸

2.20

2.22

春

美

子

末

重

榮

女

おくやみ
しあげます

赤 ち ゃ ん
たんじょう
中川 志希ちゃん
(横町) 2.1生
津留有理奈ちゃん
(横町) 2.10生

すえながく
お幸せに

町
町

横
横

(住 吉

古 澤 |'笙 司
(佐 藤 )祐 子

甲斐昇

馬原黒

う

・
所

丁

地

在

原

山

原

鳥

一
一〕

住

西

河

上

棺

村

藉

山

ｌｉｌ
斐

斐

井

甲

甲

年齢

78
88
55
81

82
97
74

馬原 黒人

中川佐智子

後藤十九男

妻 馬原 クニ

夫  中川 陸雄

母  後藤 綾子

妻 井上 久子

母  甲斐 セキ

夫  甲斐千代治

休
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在

宅
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奥
の
あ
知
ら
せ

一書
〓
一
掛
愉
力
隊
員
難
薫

一
●
●
一●
一●
一●
―
・
―
●
■
■
●
■
●
●
●
―

青
年
海
外
協
力
隊
員
は
国
際
協

力
事
業
団
が
実
施
し
て
い
る
国
の

事
業
で
す
。
開
発
途
上
国
の
人
々

の
新
し
い
国
づ
く
り
の
た
め
に
あ

な
た
の
可
能
性
を
試
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

協
力
隊
員
事
務
局
で
は
平
成
十

一
年
度
春
の
募
集
と
し
て
、
農
林

水
産
か
ら
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

約
百
四
十
職
種
に
わ
た
る
約
八
百

名
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
二
十
歳

以
上
三
十
九
歳
ま
で
の
日
本
国
籍

を
持
つ
方
な
ら
誰
で
も
応
募
で
き

ま
す
。
派
遣
期
間
は
二
年
間
。

現
地
生
活
費
、
往
復
航
空
運
賃

等
必
要
経
費
は
国
際
協
力
事
業
団

が
負
担
し
ま
す
。
ま
た
、
既
婚
者

に
つ
い
て
は
配
偶
者
及
び
子
女
の

現
地

一
時
呼
び
寄
せ
制
度

（
一
回

限
り
、
経
費

一
部
本
人
負
担
）
が

あ
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は

県
環
境
生
活
部
国
際
課
　
国
際
協

力
班
　
ＴＥＬ
０
９
６

・
３
８
７

・
７

５
２
７
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

小

・
中

・

海
外
で
の
生
活
体
験
を
通
し

て
、
民
族
や
言
葉

。
習
慣
の
違
い

を
越
え
て

「人
間
と
し
て
共
感
す

る
」

こ
と
を
学
ん
で
も
ら
お
う

と
、
文
部
省
所
管
の
国
際
青
少
年

研
修
協
会
で
は
、
小

・
中

・
高
校

生
の
た
め
の
国
際
交
流

『夏
休
み

海
外
派
遣
事
業
』
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

派
遣
先
は
ア
メ
リ
カ

。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

・
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル

・
カ
ナ
ダ

・
イ
ギ
リ

ス
の
六
カ
国
十

一
事
業
。
そ
の
う

ち
六
事
業
は
特
別
補
助
事
業
と
し

て
、
文
部
省
等
か
ら
事
業
補
助
を

受
け
て
実
施
。
対
象
は
、
小
学
五

年
生
か
ら
高
校
三
年
生
。

申
し
込
み
締
め
切
り
は
、
特
別

補
助
事
業
五
月
十
九
日
、
そ
の
他

の
事
業
六
月
九
日
。
詳
細
に
つ
い

て
は
資
料
を
参
照
下
さ
い
。

資
料
請
求

・
問
い
合
わ
せ
は
、

〒
１
６
０
１
０
０
０
４

東
京
都
新
宿
区
四
谷
２
の
１１

大
村
ビ
ル
３
階
　
　
（財
）
国
際

青
少
年
研
修
協
会

■
０
３

・
３
３
５
９

・
８
４
２
１

Ⅲ
０
３

・
３
３
５
４

・
２
２
０
７

の
国
連
十

国
連
で
は
、
平
成
七
年
か
ら
平

成
十
六
年
ま
で
を
、
「人
権
教
育

の
た
め
の
国
連
十
年
」
と
定
め
て

い
ま
す
。

県
で
は
、
人
権
教
育
を
推
進
す

る
た
め

「熊
本
県
行
動
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
行
動
計
画

で
は
、
行
政
、
学
校
、
企
業
、
団

体
、
家
庭
及
び
地
域
が
連
携
し

て
、
あ
ら
ゆ
る
場
で
人
権
教
育
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
す
べ

て
の
県
民
が
安
全
で
心
豊
か
に
暮

ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

人
権
尊
重
の
視
点
に
立

っ
て
行
動

し
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
熊
本
県
環

境
生
活
部
県
民
生
活
総
室
　
ＴＥＬ
Ｏ

９
６

・
３
８
３

・
１
１
１
１

（内

線
７
４
１
２
）

平
成
十

一
年
度
手
話
奉
仕
員
の

養
成
事
業
を
次
の
要
項
で
行
い
ま

す
。
「手
話
奉
仕
員
養
成
」
と
は
、

手
話
技
術
を
取
得
し
て
、
手
話
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
必
要
と
人

た
ち
の
た
め
に
、
日
本
語
を
手
話

に
、
手
話
を
日
本
語
に
翻
訳

（通

訳
）
等
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
を

行
う
人
材
を
養
成
す
る
も

の
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
普
通
の
手
話

講
座
と
は
講
座
の
性
格
や
内
容
が

異
な
り
ま
す
。

聴
覚
障
害
者
の
社
会
参
加
の
た

め
の
手
話
奉
仕
員
を
目
指
し
た
い

方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
四
月
二
十
六
日
～
平
成
十

二
年
二
月
二
十
七
日
　
毎
週
月
曜

午
後
六
時
半
～
八
時

場
所
　
阿
蘇
町
農
業
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー

講
座
内
容

「入
門
講
座
」
十
五
日
程
三
十
時
間

「基
礎
講
座
」
二
十
五
日
程
五
十
時
間

受
講
料
無
料
テ
キ
ス
ト
代
千
円
程
度

受
講
資
格

高
校
卒
業
程
度

の
学
力
を
有
し
、

手
話
奉
仕
員
と

し

て
活
動

が
可

能
な
方
。
申
込

み

は

会

場

で
。

定
員

に
な

り
次

第
締
め
切
り
。

問

い
合
わ
せ
は

〒

８

６

２
１

０

９

５

０

熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
九
番
四
号

（財
）
熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

３

・
５

５

８

７

Ⅲ
０
９
６

・
３
８
４

・
５
９
３
７

●

労
働
保
険
の
年
度
更
新
は
　
　
刷

お
早
め
に
―
，　
　
　
　
　
　
　
‘

●

天
に
も
あ
げ
ず
　
ラ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
に
は

２
干
人
の
お
害
否
販
わ
う

まつりには欠かせません。女性や子どもメンバーが大活躍の風鎮太鼓

手
話
奉
仕
員
養
成
事
業

養
成
受
講
者
募
一集

●

●

毎
年
、
好
評
の

「新
酒
と
ふ
る
さ
と
の
味
ま
つ
り
」
は
今
年
で
十

一
回

目
。
ラ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
の
三
月
十
四
日
、
前
日
か
ら
の
雨
に
心
配
し
て
い

た
お
客
の
入
り
も
荒
天
に
し
て
は
上
々
の
約
二
千
人
も
の
方
々
が
レ
ー
ル

バ
ス
や
マ
イ
カ
ー
で
来
場
し
ま
し
た
。
開
会
の
十
二
時
に
は
会
場
の
高
森

駅
野
外
ス
テ
ー
ジ
周
辺
は
長
蛇
の
列
。
こ
の
催
し
は
地
酒
の
新
酒
時
期
に

合
わ
せ
、
色
々
な
高
森
の
味
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
町
観
光
協
会
が
主

催
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
。
今
年
も
地
元
か
ら
た
く
さ
ん
の
出
展
協
力
が

あ
り
、
場
内
は
閉
会
ま
で
大
賑
わ
い
で
し
た
。

特
に
福
岡
や
熊
本
市
方
面
か
ら
の
お
客
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
皆
さ
ん
の

感
想
は

「雨
風
で
景
色
は
楽
し
め
な
い
け
れ
ど
、
お
い
し
い
お
酒
に
、
郷

聞 ル 土
か バ 料
れ ス 理
ま で は
じ 来 最
チ= 十_ 音/し  ′し Fヨ°

の で
で す
ゆ  °

も ま
く た
レ〕来
薪 年
酒 も
を 釆
楽 ま
し 丁
′し L―

で や

ま 職
す 場
ど の
な 仲
ど 間
の と
声 レ
が |

肥後牛の丸焼きや田楽に雨にも負けず長蛇の列

毎年好評の紫峰会 (昭 和 29年度高森中卒業生)の餅つき

核

「食つて飲んでほろ酔い気分です」

平
成
十

一
年
度
労
働
保
険
料
の

申
告
と
納
付
は
四
月

一
日
か
ら
五

月
二
十
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま

す
。労

働
保
険
は
労
働
者
を

一
人
で

も
雇
用
し
て
い
る
事
業
場
は
法
律

上
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

加
入
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い

場
合
も
速
や
か
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

県

上
屋
用
保
険
課

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

１

１

（内
線
５
２
６
３
）

パ
ー
ト
募
集

テ
ク
ノ
カ
ヮ
バ
タ
で
は
パ
ー
ト
職

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
人
員
　
十
八
歳
～
五
十
歳

■
仕
事
内
容
　
自
動
車
等
部
品
の

プ
レ
ス
作
業

■
勤
務
時
間
等
　
午
前
九
時
か
ら

午
後
四
時
（相
談
に
応

じ
ま
す
）
ま
で
。土
日
、

祝
祭
日
休
み
。

問
い
合
わ
せ
は
、

テ
ク
ノ
カ
ワ
バ
タＴＥＬ

２

・
３

０

０

１

町
観
光
協
会
会
員
は
も
ち
ろ
ん
、
た

く
さ
ん
の
個
人

・
団
体
の
皆
さ
ん
の

協
力
に
よ
り
開
催
で
き
ま
し
た
。

◆
ふ
る
ま
い
酒
　
◆
だ
ご
汁

・
お

に
ぎ
り
　
◆
ぜ
ん
ざ
い
・
豚
汁

◆
田
楽
　
◆
や
ま
め
　
◆
赤
牛
焼

肉
◆
地
鶏
焼
き
　
◆
焼
き
お
に
ぎ

り
　
◆
駅
弁
　
◆
特
産
品

（か
り

ん
と
う

。
乾
物

・
醤
油

・
漬
け
物

・

清
酒

・
ハ
ム

・
ソ
ー
セ
ー
ジ
）
◆

奥
阿
蘇
物
産
館
　
◆
模
擬
店

（ク
ツ
キ
ー

・
カ
レ
ー

・
生
あ
げ

・

鰻
頭

・
餅

・
コ
ン
ニ
ャ
ク

・
焼
き

そ
ば

・
バ
フ
ン
お
に
ぎ
り

ｏ
た
こ

焼
き

・
山
菜
お
こ
わ
）

◆
餅

つ

き
コ
ー
ナ
ー
　
◆
風
鎮
太
鼓
演
奏

◆
高
森
社
中

（
に
わ
か
）

◆
バ

ナ
ナ
の
た
た
き
売
り

「新酒はおいしい 1何杯もいただいています」

役場の支払日  4ノ15(木)4/26(月 )5ノ17(月)  時間 10臨贋H5時まで(3)
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平
成
十

一
年
度
は
大
字
尾
下
の
百
刈

・

米
山
方
面
を
実
施
　
　
（地
籍
調
査
）

．
町
で
は
、
国
土
調
査
法
に
基
づ
き
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら

「地
籍
調
査
」
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
高
森
、
色
見
地
区
及
び
大
字
河
原
と
大
字
尾
下
の

一
部
が
調
査
完
了
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
大
字
尾
下
の
上
堀
ノ
ロ
、
東
土
地
狭
間
、
土
地
狭
間
、
西
土
地
狭
間
、
橋
ノ
本
、
北
具
右
、
桑
木

宇
土
、
具
右
、
南
具
右
、
小
弾
、
北
伯
母
様
、
西
伯
母
様
、
伯
母
様
、
鳥
越
、
笹
ノ
本
、
西
笹
ノ
本
、

米
山
、
南
米
山
、
西
米
山
、
南
百
刈
、
上
奥
畑
、
奥
畑
の
二
十
二
字
、
一二

．三
九
平
方
キ
ロ
を
調
査
す

る
予
定
で
す
。

皆
さ
ん
の
協
力
で

円
滑
な
調
査
を

地
籍
調
査
を
実
施
す
る
う
え
で

最
も
重
要
な
こ
と
が
筆
界
確
認
作

業
で
す
。
土
地
の
所
有
者
で
あ
る

皆
さ
ん
の
協
力
な
く
し
て
は
、
こ

の
大
事
業
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
。
町
で
は
毎
年
実
施

す
る
地
区
か
ら
推
進
委
員
を
選
ん

で
い
た
だ
き
、
本
事
業
を
進
め
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

調
査
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、

土
地
所
有
者
の
皆
さ
ま
に
お
願
い

が
あ
り
ま
す
。

①
土
地
の
境
界
に
打
つ

杭
の
準
備

土
地
の
境
界
に
打

つ
杭
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
こ
の
杭
は
プ
ラ
ス

チ

ッ
ク
杭
と
し
、
各
自
準
備
下
さ

い
。
町
森
林
組
合

に
準
備
し
て
あ

り
ま
す
が
、
全
額
個
人
負
担
と
な

り
ま
す
。

②

土
地

の
境
界
確
認
と

杭
う
ち

境
界
を
中
心
に

一
メ
ー
ト
ル
五

十
セ
ン
チ
幅
に
竹
本
な
ど
を
伐
採

や
草
取
り
を
行
い
、
測
量
が
出
来

や
す
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
当
日
は
、
隣
接
所
有
者
と

立
会
確
認
の
う
え
、
筆
界
杭
を
山

が
り
角
に
し

っ
か
り
打
ち
込
ん
で

下
さ
い
。

③

一
筆
調
査
に
は
必
ず

・

立
ち
会

い
を

隣
接
所
有
者
と
の
話
し
合
い
が

つ
か
ず
境
界
が
決
定
し
な
い
場
合

は
、
筆
界
未
定
地
と
し
て
処
理
さ

れ
る
た
め
、
調
査
完
了
後
は
個
人

の
費
用
で
測
量
を
行
い
境
界
を
決

定
し
、
登
記
所
に
申
請
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

円
滑
な
調
査
を
進
め
る
た
め
に

も
、　
一
筆
調
査
の
立
ち
会
い
に
は

ぜ
ひ
ご
協
力
下
さ
い
。
当
日
、
本
人

が
立
会
い
で
き
な
い
場
合
は
必
ず

代
理
人
を
出
し
て
下
さ
い
。

「燃
え
る
若
き
や
も
ん
」
「お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」
「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中
。
　

　

一
般
の
方
の
肥
後
狂
句
、
短
歌
、
俳
旬
、
詩
な
ど
の
作
品
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

●  ●

小
さ
な
小
学
校
の

大
き
な
思
い
出
づ
く
り

大
人
に
な
っ
て
人
生
を
振
り
返
る
と
き
小
学
校
時
代
の
思
い
出
が

一
番

多
く
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
そ
の

一
頁
に
加
え
る
大
き
な
思
い
出
づ
く
り

の
卒
業
記
念
と
し
て
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
四
十
二

・
一
九
五
キ
ロ
に
タ
ス
キ

を
つ
な
い
で
挑
戦
し
ま
し
た
。

三
月
十
三
日
、
午
後
か
ら
上
色

見
小
学
校

（東
貞
幸
校
長
）
の
運
動

場
で
、
六
年
生
九
名
と
先
生
、
保
護

者
合
わ
せ
て
約
三
十
名
が
集
合
し

ま
し
た
。
ひ
と
り
四
周

（六
百
メ
ー

ト
ル
）
を
交
互
に
走
り
四
十
二
二

九
五
キ
ロ
を
三
時
間
三
分
三
五
秒
で

走
破
し
た
み
ん
な
の
顔
に
は
満
足

感
が
漂

っ
て
い
ま
し
た
。

親
子
の
絆
、
先
生
と
の
絆
、
小
さ

な
学
校
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
大
き

な
思
い
出
づ
く
り
と
な
り
ま
し
た
。

く
ま
も
と
農
村
環
境
づ
く
リ
コ
ン
ク
ー
ル
　
　
の

野
尻
地
区
　
表
彰

農
業

・
農
村
は
、
食
料
を
生
産
す
る
基
本
的
役
割
の
ほ
か
、
自
然

・
文

化

・
歴
史
な
ど
の
地
域
資
源
を
育
み
、
そ
の
成
果
と
い
え
る
美
し
い
農
村

空
間
は
、
ゆ
と
り
と
、
や
す
ら
ぎ
を
提
供
す
る
場
と
し
て
社
会
的

ニ
ー
ズ

は
年
々
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
こ
う
し
た
景
観
を
形
成
す
る
地
域
資
源
を
再
評

価
し
、
自
主
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
農
村
集
落
を
表
彰
し
よ
う
と
熊
本
県

が
主
催
し
た
も
の
で
、
今
回
は
、
本
町
野
尻
地
区
が
他
の
八
地
区
と
共
に

選
ば
れ
、
三
月
二
十
五
日
、
水
前
寺
共
済
会
館
で
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

野
尻
地
区
は
野
尻
活
性
化
委
員
会

（瀬
井
公
正
会
長
）
を
中
心
に
自
然

や
文
化
を
取
り
込
ん
だ
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
恒
例
と
な

っ
た
ヤ
マ

メ
釣
り
大
会
や
小

。
中
学
生
が
参
加
し
て
の
獅
子
舞
公
演
な
ど
活
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
、
今
年
の
秋
に
完
成
予
定
の
森
林
文
化
村
拠

点
施
設
を
中
心
に
ま
す
ま
す
の
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

見
え
て
こ
ん
　
持
久
戦
す
る
登
山
隊

下
手
　
あ
く
び
こ
ら
ゆ
る
披
露
宴

ま
た
で
す
か
　
金
の
成
る
木
じ
ゃ
な
か
ば
い
た

寒
椿
　
思
い
出
の
あ
る
植
本
市

下
手
　
手
抜
き
の
出
来
る
腕
で
無
ァ

寒
椿
　
一
輪
挿
し
も
良
え
茶
屋

下
手
　
マ
ネ
キ
ン
抱
い
た
ご
つ
あ

っ
た

見
え
て
こ
ん
　
合
併
は
余
儀
な
か
っ
た
つ

下
手
　
飯
炊
か
す
る
と
骨
の
あ
る

ま
た
で
す
か
　
家
出
が
趣
味
で
ば
し
だ
ろ
か

見
え
て
こ
ん
　
リ
ス
ト
ラ
も
焼
石
に
水

人
の
世
の
悼
み
包
み
て
草
萌
ゆ
る

日
盛
り
を
精

一
杯
に
福
寿
草

夫
愛
で
し
山
茶
花
の
紅
今
は
散
り

静
寂
な
三
師
の
句
碑
に
初
音
聞
く

囲
い
出
す
盆
栽
い
ろ
い
ろ
迎
春
花

回
ず
さ
む
母
の
愛
で
い
し
早
春
賦

黄
金
の
光
集
め
て
福
寿
草

孫
通
う
校
門
と
な
る
桜
か
な

夢
で
逢
う
夫
の
笑
顔
の
あ
た
た
か
し

山
焼
き
の
黒
き
原
野
も
阿
蘇
の
景

今
日
を
生
き
今
日
峠
路
の
花
に
歩
す

●
Ⅲ
”
　

絃
Ｈ
　

汗
江
　

鶴
〕
　
　
　
　
如
　
月
　
　
（阿
蘇
御
神
火
会
）

T童士

POETRY PAGE

野尻地区の一部や大分県荻町の水田を潤す大谷ダム

都市住民との交流の場として定着しつつある野尻地区

(ヤマメつかみ取り大会)
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地籍調査はこのよう

にして進められます

①地区説明会
↓

②一筆地調査
↓

③測量
↓

④面積測定
↓

⑤地籍簿・地積図の作成
↓

⑥本閲覧
↓

⑦知事の認証
↓

③登記所送付

※皆 さんに足を運んでいただ くのは

①②⑥です。

その都度、 ご通知いた します。

平成 11年度に行われる調査区域

(大字尾下の一部)

草南みどりの少年団

版画カレンダー作成

「できた、できた鳩そばできた !!」

自分たちで作った

そばの味は最高 !

‐・ ■・   ―・

高森東小学校 (那須哲憲校長)の児童たちが、2

月 20日 同校体育館で、おばあちゃんらそば打ち名

人の加勢を受けながら、そば打ちを行いました。

みんなでそばを練って、延ばして、切って、湯が

いて、鳩でだしをとったつゆをかけ、出来上が り。こ

れは、創意の時間を利用して植え付けから収穫 まで

行ったそばを利用しての収穫祭です。お腹へ入った

そばの味は、さぞやおいしかったことでしょう。

農業に親しむ機会の少なくなった子どもたちは、

おいしく食べているそばがどんな風にできているの

か、種まきから口に入るまでの貴重な経験をとおし

て農業の大切さ、本物の食とはどういうものか少し

感 じたようでした。

(16)

●  ●

二
月
二
十
八
日
、
阿
蘇
中
学
校

体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
、
阿
蘇
郡

中
学
校

一
年
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会

に
お

い
て
、
高
森
東
中
学
校

（古
内
紳
校
長
）
が
見
事
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

岩
根
先
生
、
幸
恵
先
生
の
指
導

の
も
と

一
生
懸
命
練
習
し
た
甲
斐

が
あ
り
、
強
豪
阿
蘇
中
学
校
を

破

っ
て
の
優
勝
で
し
た
。
優
勝
を

き

っ
か
に
、
ま
す
ま
す
練
習
に
励

み
郡
中
体
連
や
勉
強
な
ど
で
も
い

い
結
果
が
出
せ
れ
ば
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

試
合
結
果

一
回
戦

高
森
東
中
２
１
０
長
陽
中
学
校

準
決
勝

高
森
東
中
２
１
０
産
山
中
学
校

決
勝高

森
東
中
２
１
０
阿
蘇
中
学
校

東
中
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
堂
々
の
優
勝

阿
蘇
郡

一
年
生
大
会
で

~~~~¬ ~~

詳 しくは 役場 税務課 地籍調査係まで TEL.2-1111(内 線 153、 154)

「熊
本
県
ふ
る
さ
と

・

水
と
土
」
指
導
員
に

渡
辺
一県
佐
末
氏

（矢
津
田
）

農
村
地
帯
に
存
在
す
る
様
々
な

地
域
資
源
は
農
業
生
産
に
資
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
国
土
の
保
全
、
地

域
の
生
活
基
盤
と
し
て
、
ま
た
、
自

然

・
文
化
資
源
と
し
て
な
ど
公
益

的
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
地
域
資
源
は
農
家
を

中
心
と
す
る
集
落
な
ど
の
共
同
活

動
に
よ

っ
て
維
持
管
理
さ
れ
良
好

に
保
全
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近

年
の
過
疎
化
、
高
齢
化
等
の
進
行

に
伴
い
地
域
住
民
活
動
が
低
下
し

て
い
ま
す
。

熊
本
県
で
は
こ
の
よ
う
な
な
か

で
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
的
立
場
か
ら
地
域
住
民
活

動
を
活
発
に
続
け
て
い
る
方
々
、

県
内
、
三
十
二
名
を

「熊
本
県
ふ
る

さ
と
・水
と
土
」
指
導
員
と
認
定
し

て
地
域
活
動
の
活
発
化
を
す
す
め

て
い
ま
す
。

本
町
か
ら
は
渡
辺
員
佐
木
さ
ん

（矢
津
田
）
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

「緑
の
募
金
」
五
十
周
年

も

り

大
切
な
宝
　
森
林

次
代
の
子
ど
も
た
ち
に

引
き
継
ぐ
た
め
に

・
・

森
林
は
四
季
折
々
に
美
し
い
姿

を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
水
を
畜

え
、
酸
素
を
供
給
し
、
国
土
を
守

り
、
生
命
を
育
む
地
球
の
財
産
。

こ
の
か
け
が
え
の
な
い
森
林
を
守

る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
の
が

「緑
の
募
金
」
で
す
。

今
年
は

「緑
の
募
金
」
が
始

ま

っ
て
五
十
周
年
、
地
域
や
職
場

で
の
募
金
活
動
に
協
力
す
る
こ
と

で
、
私
た
ち
も
地
球
の
森
林
保
護

や
緑
化
の
た
め
に
ひ
と
役
買
う
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は

役
場

農
林
振
興
課

林
業
振
興
係

ＴＥＬ
２
・
１
１
１
１
（内
線
１
２
５
）

阿
蘇
み
ど
り
推
進
協
議
会

（事
務
局
‥
県
事
務
所
林
務
課
内
）

ＴＥＬ

０

９

６

７

・
２

２

・
１

１

１

１

（内
線
３
６
３
）

に

●  ● it魚

草部南部小学校 (中 嶋義徹校長)で は毎年、卒業の

記念に版画カレンダーを作成 しています。今年 も4

年生から6年生までの20名 (み どりの少年団)が 1月

から約 2ヶ 月間かけ、作成しました。今年のテーマ

は『草部の動物』。キジやキツネのほか町内のあちこ

ちで見かけるようになったサルなども登場 し、草部

の自然が楽しめるカレンダーが出来上が りました。

8名 の卒業生は楽しかった小学校の6年間を振 り

返 りながら4・ 5年生の後輩たちと一生懸命に小学

校最後の思い出作 りに版画カレンダーを作成 してい

ました。

出来上がったカレンダーは校区の一人暮らしの老

人世帯に早速配布 し、お年寄 りたちからたいへん喜

ばれました。ほかにも役場や郵便局等に配布され、

皆さんの目も楽しませてくれていることで しょう。3/1～ 5/31
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1亘]足 1列会

議
決
さ
れ
た
お
も
な
も

の

◇
固
定
資
産
評
価
委
員
に
矢
津
田

勇
さ
ん

（中
）
を
再
任
す
る
こ
と
に

同
意
が
さ
れ
ま
し
た
。

◇
人
権
擁
護
委
員
に
児
玉
民
江
さ

ん

（旭
通
）
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同

意
が
さ
れ
ま
し
た
。

◇
高
森
町
課
設
置
条
例
の

一
部
改
正

介
護
保
険
制
度
の
導
入
に
よ
る

改
正
等

◇
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

人
事
院
規
則
等
の
改
正
に
伴
い
、

育
児
ま
た
は
介
護
を
行
う
職
員
の

深
夜
勤
務
等
の
制
限
等

◇
高
森
町
振
興
計
画
策
定
審
議
会

条
例
の

一
部
改
正

総
合
的
な
町
づ
く
り
の
基
本
指

針
と
な
る
た
め
、
高
森
町
総
合
計

画
審
議
会
と
名
称
等

一
部
を
変
更

◇
高
森
町
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

一
、
各
種
が
ん
検
診
料
金
の
無
料
化

加
入
さ
れ
て
い
る
保
険
の
種
類

（国
民
健
康
保
険

。
社
会
保
険
な

ど
）
や
年
齢
に
関
係
な
く
ど
な
た

で
も
無
料
で
受
診
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
基
本
検

診
に
つ
い
て
は
今
ま
で
ど
お
り
で

す
。

二
、
住
民
健
診
日
程
の
変
更

午
前
中
の
み
の
実
施
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
血
液
検
査

（特
に

糖
尿
病
検
査
）
に
必
要
な
食
前
血

糖
値
を
検
査
す
る
た
め
に
、
朝
食

は
食
べ
ず
に
受
診
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆

様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
実
施
日
程
に
つ

き
ま
し
て
は
後
日
回
覧
文
書
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

健
診
に
つ
い
て
の
お
願
い

．

重
複
受
診
を
防
止
す
る
た
め
、

次
の
方
に
は
間
診
票
の
配
布
を
控

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
、
職
場
で
受
診
さ
れ
る
方

法
律
改
正
に
伴
う
用
語
整
理

◇
高
森
町
身
体
障
害
者
福
祉
年
金

に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

法
律
改
正
に
伴
う
用
語
整
理

◇
高
森
町
保
育
所
入
所
児
童
の
費

用
徴
収
条
例
の

一
部
改
正

熊
本
県
多
子
世
帯
子
育
て
支
援

事
業
を
適
用
し
て
保
育
料

の
減
免

を
行
う
た
め

◇
高
森
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

金
特
別
会
計
設
置
条
例
を
廃
止
す

る
条
例
に
つ
い
て

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
条
例
の

廃
止
に
よ
る
貸
付
事
業
が
終
了
し

た
た
め

◇
高
森
町
給
水
乗
例
の

一
部
改
正

蔵
地
地
区
簡
易
水
道
施
設
の
新

設
及
び
下
切
地
区
、
水
湛
地
区
の

集
落
管
理
水
道
施
設
の
町
営
化
に

伴
う
改
正

◇
高
森
町
同
和
事
業
上
在
集
会
所

設
置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ

い
て高

森
町
同
和
事
業
上
在
集
会
所

の
用
途
変
更
に
伴
う
改
正

◇
高
森
町
奨
学
資
金
貸
付
金
の

一

部
改
正

（労
働
基
準
法
に
よ
る
職
場
健
診
）

２
、
ド
ッ
ク
受
診
さ
れ
る
方

３
、
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方

４
、
そ
の
他
受
診
が
困
難
と
認

め
ら
れ
る
方

た
だ
し
、
ド
ッ
ク
受
診
を
取
り

や
め
た
方
な
ど
で
、
町
で
の
受
診

を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
下
さ

奨
学
生
の
資
格
を

「高
等
学
校

又
は
大
学
に
在
学
中
で
町
長
が
認

め
る
者
」
に
、
高
校
生
の
貸
付
金
の

額
を

「毎
月

一
万
円
」
、
奨
学
金
の

償
還
期
限
を

「高
校
生
に
あ

っ
て

は
五
年
、
大
学
生
に
あ

っ
て
は
七

年
以
内
」
に
改
め
る
も
の

◇
監
査
委
員
に
関
す
る
条
例
の

一

部
改
正

法
改
正
と
条
例
整
備
の
た
め

◇
町
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

社
倉

・
蔵
地
線
、
六
二
二
三
、
五

メ
ー
ト
ル
の
認
定

◇
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ
い
て

基
盤
整
備
促
進
事
業

（村
山
地

区
農
道
整
備
）
を
行
う
の
に
伴
い

議
会
の
議
決
を
必
要
と
す
る
た
め

事
業
費

一
億
二
千
万
円

（国
六
千

六
百
万
円
、
県
千
八
百
万
円
、
町
三

千
六
百
万
円
）
着
工
予
定
平
成
十

一
年
十
月
、
完
了
予
定
平
成
十
三

年
三
月
、
延
長
距
離
千
メ
ー
ト
ル
、

幅
員
五
メ
ー
ト
ル

◇
高
森
町
総
合
計
画
の
策
定

◇
平
成
十
年
度

一
般
会
計
補
正
予

算
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
千
百
十
万

五
月
　
乳
が
ん
検
診
。子
宮
が
ん
検

診
・骨
粗
髯
症
検
査

六
月
　
胃
ガ
ン
検
診

七
月
　
住
民
健
診
（基
本
検
診
、肺

ガ
ン
検
診
、
大
腸
ガ
ン
検

診
）

八
月
　
〃

九
月
　
大
腸
内
視
鏡
検
査
、
ふ
る
さ

と
総
合
健
診

十
月
　
成
人
病
検
診
、
胃
ガ
ン
検

診
、超
音
波
検
診
（農
協
検

診
、野
尻
中
央
支
所
）

十
二
月
　
成
人
病
検
診
、胃
ガ
ン
検

診
、超
音
波
検
診
（農
協
検

診
、高
森
中
央
支
所
）

お
問
い
合
わ
せ
は

・
・

町
民
福
祉
課
保
健
衛
生
係

ＴＥＬ
２
・
１
１
１
１

（内
線
１
２
７
・

１
２
８
）
ま
で

四
千
円
を
追
加
し
て
、
総
予
算
額

が
五
十
二
億
千
二
百
十
四
万
三
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

◇
平
成
十
年
度
特
別
会
議腱
偏
正
予
算

◇
平
成
十

一
年
度

一
般
会
計
暫
定

予
算今

年
度
は
四
月
二
十
五
日
に
統

一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
る
た
め
事

務
的
経
費
等
の
暫
定
予
算
で
あ
り

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
十
億
六
千
九

百
万
円

◇
平
成
十

一
年
度
　
特
別
会
計
予
算
　
　
０

◇
高
森
町
議
会
委
員
会
条
例
の

一

部
を
改
正
す
る
条
例

町
議
会
議
員
の
定
数
減
に
よ
り

建
設
経
済
委
員
会
の
定
数
を
四
人

と
し
、
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
の

定
数
を
五
人
と
す
る
も
の

請
願
書
の
採
択

◇
高
森
中
学
校
の
バ
ス
通
学
生
の

運
賃
無
料
化
に
つ
い
て
請
願
書
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
書
の
採
択

◇
地
方
分
権
の
実
現
に
関
す
る
意

見
書
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

◇
社
会
保
険
行
政
を
法
定
受
託
事

務
と
し
職
員
の
身
分
の
地
方
移
管

を
求
め
る
意
見
書
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

町
の
住
民
健
診
制
度
が
変
わ
り
ま
す

3月 10日

～17日

し1
“

″

健
康
づ
く
り
は
ま
ず
健
診
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
健
康
は
自
分
で
管
理
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
健
康
状
態
を
把
握
し
て
自
分
に
適
し
た
健
康
づ
く
り
を
す
る
た
め
、
町
で
は

健
診
が
受
け
や
す
い
制
度
に
変
更
し
ま
し
た
。

※
九
月
下
旬
に
実
施
予
定
し
て
い

る

「ふ
る
さ
と
総
合
健
診
」
を
受

診
希
望
の
方
は
、
重
複
受
診
を
避

け
る
た
め
町
の
健
診

の
受
診
は
控

え

て
下
さ

い
。

ふ
る

み

日

平
成
十

一
年
の
健
診
予
定

四
月
　
総
合
健
康
診
査
（四
十
歳

五
十
歳
の
節
ロ
ド
ッ
ク
）

日

人
間

医

に
出
中

け
ら
れ
ま
す
。
申
込

の
詳
し
い
内
容
に
つ

回
覧
文
書
に
て
お
知

●  ●

国民年金だより . .

同
程
・

向
か

■■‐  .   ‐|―

単位千円

単位千円

◆
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
よ
う

確
実
に
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

・
・
・
・
。

保
険
料
は
二
十
歳
に
な

っ
た
月
か
ら
、
六
十
歳
に
な
る

前
月
ま
で
納
め
ま
す
。

◆
保
険
料
は
前
納
で
き
ま
す

四
月
中
に

一
年
分
を
ま
と
め
て
納
付
す
る
と
保
険
料
が
割

引
に
な
り
ま
す
。
（低
金
利
時
代
、
前
納
が
お
得
か
も
）

◆
保
険
料
は
確
実
で
便
利
な
口
座
振
替
で

年
金
は
老
後
の
大
切
な
資
金
で
す
。
「
つ
い
つ
い
」
「う

っ
か

り
」
で
保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
大
変
、
毎
月
納
め
に
行
く
手

間
が
省
け
る

「口
座
振
替
」
が
便
利
で
す
。
手
続
き
は
簡
単
で

す
。

◆
保
険
料
の
免
除
制
度

年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
長
い
年
月
の
間
に
は
、
ど
う
し
て

も
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時

の
た
め
に
、
国
民
年
金
に
申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
、
保
険
料

の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
免
除
さ
れ
る
期

間
は
、
申
請
の
ぁ

っ
た
月
の
前
月
か
ら
年
度
末
ま
で
と
な

っ

て
い
ま
す
。
一
年
間
分

（平
成
十

一
年
四
月
分
か
ら
平
成
十
二

年
二
月
分
ま
で
）
の
保
険
料
免
除
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
五

月
末
ま
で
に
役
場
の
国
民
年
金
担
当
係
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
将
来
受

け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
実
際
に
納
め
た
場
合
の
三
分

の

一
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
後
に
経
済
的
余

裕
が
で
き
た
時
に
は
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
そ
の
期
間
分
の
保

険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
追
納
制
度
も

あ
り
ま
す
。

町
民
福
祉
課
　
国
民
年
金
担
当
　
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）

(15)

特 別 会 計 名 既 定 額 補 正 額 予 算 額

国民健康保険 873,177 △ 17,113 856,064

老人保健 1,090,799 ∩
） 1,090,799

住宅新築資金等貸付金 2,637 2,638

誘致工業用地取得及び用地造成事業 1,672 74 1,746

簡易水道事業 328,092 △ 15,119 312,973

農業用水供給事業 24,005 1,677 25,682

鉄道経営対策事業 55,178 ∠:ゝ 22,389 32,789

特 別 会 計 名 予  算  額

国民健康保険 791,029

老 人 保 健 1,140,500

誘致工業用地取得及び用地造成事業 681

簡易水道事業 259,016

農業用水供給事業 22,615

鉄道経営対策事業 23,076

酔
.い

ヽ

着い人も老後のことを考えましよう



刻
々
と
迫
る
高
齢
化
社
会

安
心
の
老
後
を
送
る
た
め
に

介

護

保

険

平
成
十

二
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
介
護
保
険
制
度
。
今
年

十
月
か
ら
審
査
会
が
召
集
さ
れ
本

格
的
始
動
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
わ
か
り
に
く
い
点
を
Ｑ

＆
Ａ
方
式
で
具
体
的
に
紹
介
し
て

い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
Ｑ
＆
Ａ
パ
ー
ト
４

Ｑ

ｌ介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方

法
は
ど
う
な

っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ

ｌ
◆
利
用
者
自
身
の
サ
ー
ビ
ス
選
択

が
基
本
で
す
。
介
護
保
険
で
は
、

介
護
を
必
要
と
す
る
方
が
自
ら
の

意
志
に
基
づ

い
て
、
利
用
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
、
決
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
専
門

家
が
連
携
し
て
支
援
す
る
仕
組
み

を
確
立
し
ま
す
。

◆
ま
ず
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど

要
介
護
状
態
ま
た
は
要
支
援
に
あ

る
か
否
か
、
及
び
介
護
の
必
要
度

を
判
定
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
市

町
村
に
要
介
護
認
定
の
申
請
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
認
定
の
区
分
は
、
要
介
護
の
五

区
分
に
要
支
援
を
合
わ
せ
て
六
区

分
が
あ
り
、
各
区
分
ご
と
に
支
給

限
度
額
が
設
定
さ
れ
ま
す
。
（六

万
円
か
ら
二
十
九
万
円
程
度
）

認
定
さ
れ
る
と
、
申
請
日
以
降

に
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
要
介
護
認
定
は

一
定
期
間
ご
と

に
見
直
し
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

重
度
に
な

っ
た
と
き
は
、
期
間
の

途
中
で
も
要
介
護
度
を
変
更
し
て

も
ら
え
ま
す
。

◆
申
請
を
行
う
と
、
市
町
村
職

員
、
ま
た
は
市
町
村
の
委
託
を
受

け
た
施
設
や
事
業
所
の
職
員

（介

護
支
援
専
門
員
）
が
家
庭

に
伺

い
、
心
身
の
状
況
な
ど
を
調
査
し

ま
す
。

◆
そ
の
調
査
結
果
と
か
か
り
つ
け

医
の
意
見
書
を
も
と
に
、
保
健
、

医
療
、
福
祉
の
専
門
家
か
ら
成
る

審
査
会
で
判
定
し
、
そ
の
結
果
に

基
づ
い
て
通
知
が
来
ま
す
。

◆
要
介
護
認
定
の
申
請
か
ら
通
知

ま
で
三
十
日
以
内
に
行
わ
れ
ま

す
。

要
介
護
認
定
の
結
果
を
踏
ま
え
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
す
。
こ
の

時
、
本
人
あ
る
い
は
そ
の
家
族
自

身
が
直
接
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供

機
関
に
利
用
を
申
し
込
む
こ
と
も

可
能
で
す
し
、
自
分

に
適
し
た

サ
ー
ビ
ス
内
容

の
選
定
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関
と
の
調
整
に

つ
い
て
専
門
機
関
に
依
頼
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、

町
民
福
祉
課
　
介
護
保
険
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
２
９
）

卜
″
′

十
六
日
、
役
場
の
委
員
会

人
保
健
福
祉
計
画

・
介
護

業
計
画
推
進
委
員
会
の
初

た
長
期
的
な
老
人
福
祉
の
検
討
を

行
う
委
員
会
で
今
後
の
福
祉
の
大

き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

町
民
皆
さ
ま
の
要
望
に
応
え
ら

れ
る
福
祉
施
策
づ
く
り
に
頑
張

っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●  ●

地域振興券の使える店舗です。

有効期限は平成 11年 9月 23日です
(平成 11年 3月 24日 現在 )

老
人
保
健
福
祉
計
画
・介
護
保
険

事
業
計
画
推
進
委
員
会
発
足

高
齢
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
保
健
、
福
祉
、
医
療

等
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

老
人
保
健
福
祉
計
画

・
介
護
保
険
事
業
計
画
推
進
委
員
会
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

三
月

室
で
老

保
険
事

会
合
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
四
月
か
ら
施
行
さ

れ
る
介
護
保
険
制
度
等
を
見
据
え

●

店     名
スレ
イコ店 店 名店 名

後藤商店 (永野原 )

つりはレ覧藤孝幸酒店 供津D
工藤たばこ店 (芹 口)

丸福

安方理美容院 (色見 )

ホンダ自動車

片山歯科医院

ネコックス (色見 )

(有)藤本モータース

本田商店 (中 )

後藤又兵衛商店

外輪苑

(株 )岩下 りんどう園

中村薬局

オパール美容院

本田畳店

冨永福実事務所

高森タイヤ

聖教新聞高森販売店

(名 )塚本商店
レンタルビデオNo.1

高森町森林組合

大川家具センター高森営業所

南郷谷整形外科医院

岩下商店

(有)タ ミヤ

(有 )野脇商店

福永カメラ店

なべや食堂
セフティー観光 (有 )

A&S
ほっかほっか亭高森店

和牛の里精肉店 (色見 )

南阿蘇国民休暇村

熊北産交 (株)高森営業所

山村酒造 (名 )

高映ゲームセンター

高森ガス販売 (株 )

田代スポーツ

美容室アージュ

高森石油 (名 )

武田松香園茶舗

杉田酒店

佐伯商店
ショップうとう

(株)ヰセキ九州

中村時計店
コトブキパンなかむら

(株)ひゆがや

岩国酒店

(有)古寺工務店

(有)く さむら阿蘇幸福タクシー

(株)本間ゴルフ阿蘇高森店
ミー トショップみやもと

自石牛乳店

南阿蘇鉄道 (株 )

ふ くや

小林家具店 高森新聞販売店

松崎電気商会

山村酒店

オ リオン美容室

宇藤豆腐店 (色見 )

東医院

馬原内科医院

宮田屋商店

(有)甲斐測量設計

篠田本店

(有)吉 田屋
ベンション くリーむはうす

民宿灯里

丸山文具店

写真の秋山 駅前食堂

高倉塗装 (上色見)

ディアー トハウス

事業組合 森の風
ヘアーサロン ごとう

岩下嘉雄司法書士事務所

喜神 (上 色見 )

大塚建材店

(有)高森ス トーク石油店

渡辺商店

サニー美容院

篠田モータース

綿万高森店

(株)高森生コンクリー ト

(株)草村道路建設工業

(株)草村企業

月廻 り田楽

月廻 リレス トラン

飲食店 蘭

ツバメ理容

後藤チエ子 (ヤ クル ト)

(有)野村書店

堀田商店

アサオ理容店 (草部 )

堀クリーニング店

ブルーグラス

本田酒店 (上色見 )

高森田楽保存会

後藤鍼灸治療院

辻民宿

(有)ら くだ山

髪々ハウスサ トー

新木屋木崎商店

(有 )ア ミューズファイブ

津留理容

高森温泉館

大漁

風鎮食堂

高森総合建材 (株 )

ヤツ 碧ヽ教室i諮羅ヒ卿彫湯
ペンション ギャメリオ

平田医院
スナック ドリーム

理容 フレンド
パチンコタイガー高森店

郷土料理 山見茶屋

飯千板金工業
VIVAタ イガーパチンコ店
JA阿蘇南草部北部支所供津田)

JA阿蘇南 草部南部支所 (草部)

JA阿蘇南 高森中央支所
Camp Base SESS10N(色 見)

森商店 (河原 )

(資)飯干製材所

(株)熊本クボタ 高森営業所

ツツミ薬局高森店      |
岡本建築 (芹 口)      |
篠田商店          |

(有 )高森田楽村      |
田上建築 (上色見)     |
佐藤事務所         |
JA阿蘇南 野尻河原支所   |
安藤物産 (永野原)     |
みぞこ商店 (野尻)     |
野尻理容店 (津留)     |
薬師堂 (津留)       |
高森電気野尻店 (津留)   |
嶋田商店 (津留 )

草村商店 (津留 )

満屋 (津留 )

新西丸屋商店 (津留 )

進商店 (津留 )

森本食品 (野尻 )

熊川商店 (河原 )

たかもり花高原

理容かど

田上建築 (河原 )

ヤマト運輸 (株)熊本高森営業所

具体ヤンマー農劉疏 佛 高隷 J吉

杉健石材 (株 )

高森テレビサービス

赤峰はり灸整骨治療院

平井機械店

石原商店

中川精肉店
ヘアーサロンタイム

(有 )武 田造花店

榎屋 (草部 )

工藤たばこ店 (草部 )

甲斐商店 (永野原 )

伊藤青果 (永野原 )

花のいしざか

(有)高森モータース

ンじ′ビュ=づ|ィクリニックレツ003
ヤングビーナス高森

佛本間ゴルプ卸論議籠ゴ)レノ:聯部 (中 )

(有 )高森観光 花門

熊日新聞野尻販売店 (津留 )

(有)津留タクシー (津留 )

二子石酒店

デンキのカイ

自根畳店

田上酒店
ぷ くぷ く

財津書道塾
ペンション マチス

四季見茶屋
JA阿蘇南 高森給油所
JA阿蘇南中央農機車両センター

カットハウスファミリー (草部)

JA阿蘇南 野尻中央支所 (津留 )

田上商店

根子岳山想

佐藤ラジオ店

(資 )大塚商店

高森田楽の里

(有 )ヴルス ト阿蘇

(有 )飯塚モータース

中萬屋

チェリオ

阿蘇通運 (有)高森支店

味千ラーメン高森店

ウェーブ美容室

大塚歯科医院

割烹仕出し魚健

甲斐商店 (草部 )

三喜屋

草村商店 (芹 口)

日置商店

(有 )志柿商店

奥阿蘇物産館管理運営組合

新えびす堂

佐藤整備工場

王来軒

(資)華水産業

武田飲料

村田家旅館

(有 )高森タクシー

上村電気店

ウエデン

岩下酒店

河崎啓蔵事務所

桐原写真館
セイ・クリーニング

三井たばこ店

古澤建築 (尾下 )

甲斐商店 (上色見 )

(有)割烹みつい

村嶋印刷

(有)コンビエンスハローズ

(有 )スーパーみつい

ヤマダげイリーストア=版満局聞苫

青木商店 (草部 )

桐原薬局

桐原薬局アスカ店
パーマクラブ マニッシユ

今村自動車

本田鉄工所

津留農機店

桐原製菓店

おおぎや食堂

藤沢涼 (建築 )

靴 。バ ック たにがわ
ヘアークラブ イワシタ

橋本理容店

(株 )九電工 南阿蘇営業所

みやこ食堂

岩下衣料品店

高森山村田楽

阿蘇丸漬本舗徳夫ゴ劃勿占仕色副

荒牧洋服店

寿司 大阪屋

鶴屋酒店

(有)木下商店

(名 )豊前屋本店

(有 )色見屋呉服店

後藤 英範

●杉永 竹範

【保健医療機関】

武田幸之助

【福祉関係機関】

田代 廣一

平田  満

手島 清士

森  秀喜

【被保険者代表】

(南郷谷整形外科医院長 )

(特別養護老人ホーム 「梅香苑」苑長 )

(高森町在宅介護支援セ ンター所長 )

(立正福社会 「高森寮」寮長 )

(高森町社会福祉協議会事務局長 )

○岩下 信夫 (第 1号被保険者代表)

沼田 洋子  (第 2号被保険者代表 )

【費用負担関係者】

山村 紘司 (山村酒造社長 )

有働 和幸  (町総務課長 )

【その他】

楢本野徳繁  (民生・児童委員総務 )

介護保険事業計画推進委員

議長 )

高森町老人保健福祉計画・

●=会長 ○=副会長

【学識経験者】

生委員長 )

小糸 美代  (主任児童員 )

(7)

※特定事業者の登録は平成 11年 9月 23日 までです。 店舗の後に ( )記載のないものは大字高森地内です。
(14)
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ト
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崎
康

誌

六
ヶ
月
乳
幼
児
健
康
相
談

町
で
は
、
毎
月
第
三
金
曜
日
の

午
前
十
時
半
か
ら
六
ヶ
月
児
を
対

象
と
し
た
健
康
相
談
を
林
業
総
合

セ
ン
タ
ー
で
行

っ
て
い
ま
す
。

少
子
化
が
叫
ば
れ
る
な
か
、
こ

の
健
康
相
談
で
も
毎
月
平
均
六
名

程
と
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
出
産
数
は
少
な
く

な

っ
て
は
い
る
も
の
の
大
切
な
子

ど
も
の
健
康
を
脅
か
す
も
の
が
多

種
多
様
化
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
町
で
は
、
小
さ
な
生
命

を
守
る
た
め
の
基
礎
知
識
と
技
術

南部分署に高規格救急車配備 !

阿需

ヽ
=

救急救命士の特定行為

□半自動式除細動器によるカウンターショック

□静脈路の確保 (輸液 )

ロラリングアルマスク等による気道確保

EMS(救急医療業務の略)のシンボルマーク

ギリシャ神話 までさかのぼ リヘ ビの絡 まった杖 は医療の神、

アスクレピオスが手にした もの。今 日、 この杖 は、医学・医

療の象徴 として伝承されている。星形のバーには、それぞれ

の意味があ り、時計回 りに頂点か ら覚知、通報、出動、現場

手当、搬送中手当、医療機関への引 き渡 しを表 しています。

を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、
平

成
十
年
十
月
か
ら
阿
蘇
広
域
消
防

署
の
救
急
救
命
士

の
ご
協
力
を

い

た
だ
き

「乳
幼
児

の
救
急
法
」
を

赤
ち

ゃ
ん
人
形
を
使

っ
て
人
工
呼

吸
、
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
等
を
お
母

さ
ん

ひ
と
り

一
人

に
や

っ
て
も

ら

っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
気
づ

い
た
ら
息
を
し

て

い
な

か

っ
た
ら
ど
う

し
ま
す

か
？
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
は
突

然
起

こ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
そ

ば
に
い
る
お
母
さ
ん
が
人
工
呼
吸

や
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
知

っ
て
い

た
ら

・
・
・
。

一
生
懸
命
教
え
て
く
れ
る
救
命

士
さ
ん
の
話
し
を
熱
心
に
聞
く
お

母
さ
ん
た
ち
の
姿
が
と

っ
て
も
頼

も
し
く
見
え
ま
し
た
。

運用の目的

救急現場や搬送中において、専門的な

処置を要する重症患者に必要とされる救

急資器材を備え、同乗する救急隊員や医

師による救急処置と集中監視を行い救命

率を高めようとするものです。

平成 11年 3月 8日 から南部分署に配

備運用開始しました。

主 な救急処置内容

□血圧測定

□心音及び呼吸音の聴取

□血中酸素飽和濃度の測定

□心電図監視と測定

□経鼻エアーウェイによる気道確保

□吐物及び異物の除去

□在宅療法継続者に対する処置

ロショックパンツの使用

□自動式心マッサージ器の使用

●  ●

●  ●餘
鼈
甕
翻
置
だ
よ
綽

熊
本
県
警
察

職
員
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ

熊
本
県
で
は
、
次
の
要
領
で
警
察
職
員
採
用
試
験
を
行

▼
警

察

官

Ａ

（男
性
／
女
性
）

□
受
験
資
格
　
昭
和
４４
年
４
月
２
日

～
昭
和
５３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

で
、
４
年
制
大
学
卒
業
又
は
見
込
み

の
方

□
受
付
期
間
　
５
月
６
日

（本
）
か
ら

６
月
４
日

（金
）

□
試

験

日
　
７
月
Ｈ
日

（日
）

□
試

験

地
　
能
（　
本
　
市

▼
警

察

行

政

□
受
験
資
格
　
昭
和
４３
年
４
月
２
日

～
昭
和
５３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

□
受
付
期
間
　
５
月
６
日

（本
）
か
ら

５
月
２５
日

（火
）

□
試

験

日
　
６
月
２７
日

（日
）

□
試

験

地

熊
本
市
、
東
京
都

な
お
、
本
年
度
か
ら
婦
人
警
察
官

が
警
察
官
Ａ

（女
性
）
、
警
察
官
Ｂ

（女
性
）
に
分
か
れ
ま
し
た
。
警
察

官
Ｂ
男
性

・
女
性

（昭
和
４７
年
４
月

２
日
～
昭
和
５７
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
で
警
察
官
Ａ
の
受
験
資
格

の

な

い
方
）
及
び
警
察
事
務

（昭
和

５３
年
４
月
２
日
～
昭
和
５７
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方
）
の
採
用
試
験
の
受

付
は
８
月
１８
日
か
ら
行
い
ま
す
。

試
験
案
内
、
受
験
中
込
書

の
請

求
な
ど
、
詳
し
い
内
容

の
お
問

い

合
わ
せ
は

・
・
・
・

〒
８
６
２

・
０
９
５
０

熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
十
八
番

一

号
　
熊
本
県
人
事
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
０

９
６

・
３
８

３

・
１

１

１
１

ま
た

は
、

熊
本
県
警
察
本
部
警
務
課

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
８
１

・
０
１
１
０

高
森
町
大
字
高
森

一
四
三
二

高
森
警
察
署
総
務
係

ＴＥ
２

・
０
１
１
０
ま
で
ど
う
ぞ
。

2-9消防なんでも南部分署

①あさりはよく洗い、菜の花はたっぷ りの熱湯で

ゆでて水気を絞 り、長さを半分に切る。ネギはみじ

ん切 りにしてお く。

②フライパンにごま油を引いて①のネギを炒め、

あさりを加えてさらに炒める。水カップ告を入れ、

あさりの日が開くまで、ふたをして火を通す。

C②に●印の調味料を混ぜ合わせて①の菜の花も

てサ ッと煮る。同量の水で溶いたかた くり粉

け、火を止め、出来上が り。

人分 )

1人分の栄養価

あさり (殻付き。

ャン小さじ 1、 かた くり粉1古

□作り方

ドック(600g)、 菜

てえ ろと

エネルギー 135キ .ク E、 鉄分6,Omg

抜 き した物 。)2

しょうゆ大さじ1

き、●みりん大さじ

POL!CE BOX

舎

∩
０(13)

餃

爾

..‐

`鰹

・ .`'摯
蔵
攣転‐‐・|

軋

ス トレスをやわらげる栄養素

ストレスが加わると抗ス トレス作用があるホルモンが分

泌されて、体に防御態勢を作 ります。その重要なホルモン

の生成や分泌に関係しているのがビタ ミンや ミネラル、た

んぱく質などで常に補給が必要です。例えば、多忙で複雑

な処理をあたえて、自由に食べられるスナック菓子をそば

に置 くと、仕事の過重に比例して摂食量が増えることや、

テンポの速いBGM、 騒々しい音楽などによつて食行動の

速度、量、高カロリー嗜好、甘味嗜好傾向が増すことが実

験的に確かめられているようです。

心の余裕は食生活から

①バランスの良い食事

いろいろな栄養素を組み合わせてまんべんなく食事を

とります。

②よくかんで

消化吸収にもよく脳に刺激を与えるのでリフレッシュ

します。

③集中して食べる

何かをしながら物を食べると栄養が吸収されにくくな

ります。

④楽しい雰囲気で

家族や友人 と楽 しみなが ら食べ ましょう。

〆
′
「
に

ど
旧脳

伝
脳
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に



国
税
専

門
‐

富
募
集

　

ヽ

人
事
院
と
国
税
庁
で
は
、
国
税

専
門
官
採
用
試
験
の
受
験
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
募
集
要
項
は
次

の
と
お
り
で
す
。

□
受
験
資
格

昭
和
四
十
七
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
五
十
三
年
四
月

一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、
学
歴
は
問
い
ま

せ
ん
。

□
試
験
の
程
度

大
学
卒
業
程
度

□
申
込
書
の
受
付
期
間

（郵
送
の
場
合
）

四
月
二
日

（金
）
か
ら

五
月
十
三
日

（本
）
ま
で

（持
参
す
る
場
合
）

五
月
六
日

（本
）
か
ら

五
月
十
三
日

（本
）
ま
で

□
申
込
用
紙

人
事
院
九
州
事
務
局
、
熊
本
国

税
局
又
は
お
近
く
の
税
務
署
に
請

求
し
て
下
さ
い
。

□
受
験
申
込
先

〒
八
六
〇
―
八
六
〇
三

熊
本
市
二
の
丸

一
―
二

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課

ＴＥＬ
Ｏ
九
六
―
二
五
四
―
六

一
七

一

この種,あなたの″が生きている

国民健康保険だより

人 1間 ド ッ ク で病気の早期発見 日早期治療で医療費の節約につなごう

国民健康保険では次の要領で人間 ドックを実施いたします。

ご希望の方は、申込書により国民健康保険係に直接お申し込みください。

1.資  格  国民健康保険の加入者で、平成 11年 4月 1日 現在満 30歳以上 70歳未満の方

5.検査費用

(平成 10年度に受診された方は除きます。)

100名 (定員になり次第締め切りとします。)

平成 11年 5月 ～平成 12年 3月 末日まで

①熊本県成人病予防協会

②日赤健康管理センター

③高野病院総合健診センター

◆成人病予防協会 (送迎あります)肌 096-365-8800

◇一泊二日標準コース 58,000円 (消費税除く)

◇日帰り標準コース  35,000円 (  /′   )
◆日赤健康管理センター     皿 096-387-6651

◇一泊二日標準コース 60,000円 (消費税除く)

◇日帰り標準コース  38,000円 (  ′′  )
◆高野病院総合健診センター   皿096-385-5454

◇一泊二日標準コース 60,000円 (消費税除く)

◇日帰り標準コース  47,620円 (  ′′  )
6.補助割合 いずれのコースも7割を国民健康保険より助成いたします。

ただ し消費税 については、受診者の負担 とさせていただ きます。

申込み・問い合わせなど、詳しいことは・

高森町役場・税務課・国民健康保険係 TEL 2-1111(内 線 152)

(9)

今年は くまもと未来国体の年
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高森町テニス競技大会

(成年女子・少年男・女)

10月 24日 (日 )～ 27日 (水 )

「わ
た
し
た
ち
も
国
体
の
競
技
役
員
で
が
ん
ば
り
ま
す
」

高
森
町
テ
ニ
ス
愛
好
者
の
会

紹
介

国
体
開
催
の
た
め
に
必
要
な

「仕

事
」
は
た
く
さ
ん
。
大
き
く
分
け
る
と

大
会
の
準
備

・
運
営
面
と
競
技
面
の

業
務
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
競
技
面
の
仕

事
に
も
色
々
あ
り
、
テ
ニ
ス
競
技
に
お

い
て
は
審
判
員
や
ス
コ
ア
ー
パ
ー
ソ
ン
、

ボ
ー
ル
パ
ー
ソ
ン
、
記
録
員
な
ど
の

競
技
関
係
役
員
が
必
要
で
す
。

高
森
町
の
テ
ニ
ス
愛
好
者
は
社
会

人
や
学
校
な
ど
硬
式
と
軟
式
合
わ
せ

て
約
百
名
。
昨
年
七
月

の
国
体
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
で
も
そ
う
で
し
た
が
、

今
年
の
本
国
体
に
お
い
て
も
、
こ
の

町
内
の
テ
ニ
ス
愛
好
者
の
皆
さ
ん
が
、

県
テ
ニ
ス
協
会
が
組
織
す
る
競
技
役

員
の

一
員
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。

町
内
の
社
会
人
テ
ニ
ス
愛
好
会
は

硬
式

（仮
称
　
高
森
町
テ
ニ
ス
愛
好
会
）

と
軟
式

（ウ
イ
ン
ブ
ル
ド
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
）
の
二
団
体
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
自

己
鍛
錬
の
た
め
に
高
森
町
民
体
育
館

な
ど
で
の
定
期
練
習
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
国
体
開
催
の
た
め
に
色
々
な

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

国
体
の
成
功
の
た
め
に
は
、
こ
の
よ

う
に
た
く
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

国
体
全
般
の
詳
し
い
内
容
は
随
時

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
と
き
は
？

所
得
税
の
確
定
申
告
に
誤
り
が

あ

っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
次

の
手

続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ

い
。

●
申
告
を
し
た
税
額
が
少
な
か

っ

た
り
、
還
付
金
額
が
多
す
ぎ
た
と

き

「修
正
中
告
」
を
行

っ
て
く
だ

さ
い
。

自
主
的

に
修
正
さ
れ
る
と
、
過
少

申
告
加
算
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

●
申
告
税
額
が
多
す
ぎ
た
り
、
還

付
金
額
が
少
な
か

っ
た
と
き

「更
正
の
請
求
」
を
し
て
く
だ

さ
い
。

更
正

の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
、

原
則
と
し
て
申
告
期
限

（平
成
十

年
分

は
平
成
十

一
年

三
月
十
五

日
）

か
ら

一
年
以
内

と
な

り
ま

す
。そ

の
他
、
確
定
申
告
を
忘
れ
て

い
た
場
合
は
申

告
期
限
を
過
ぎ

て
い
て
も
速
や

か
に
確
定
申
告

を
行

っ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

阿
蘇
税
務
署

ＴＥＬ
〇
九
六
七
―
三
二
―
〇
五
五

一

本
町
か
ら
今
年
度
は
二
名
入
隊

平
成
十
年
度
の
自
衛
隊
入
隊
者

の
壮
行
会
が
、
三
月
十
二
日
役
場

会
議
室
で
行
わ
れ
、
今
回
入
隊
す

る
二
名
は
今
村
町
長
や
佐
藤
阿
蘇

自
衛
隊
募
集
事
務
所
長
等
か
ら
の

激
励
を
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま

し
た
。

今
年
度
は
宇
藤
富
造
さ
ん

（西

丁
）
が
航
空
自
衛
隊
に
、
山
室
み

な
子

さ
ん

（西
丁
）
が
陸
上
自
衛

隊
に
そ
れ
ぞ
れ
入
隊
さ
れ
ま
す
。

●

広報
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分
野
の
カ
ィ2r

`ヨ

ヒ
属ロ

を望雪
,中暉
′

L′

て
国
体
成
功
′

`じ

なくなレ
ロ
マ

●

テニス愛好会(硬式・軟式)メンバー募集中
身体と健康づくりのために、テニスで汗を流しませんか ?

国体の盛り上げのためにも、実際にやつてみることも大切です。

初心者、経験者間わずメンバーをいつでも募集しています。
練習日時や場所、その他詳しいことはお気軽におたずね下さい。

高森町テニス愛好会 (仮称・硬式)・ ウィンブルドンテニスクラブ (軟式)

籠含週鰭先  矢野貴政 電話2-2882(自 宅) 2-3111(職場)

２

３

４

募集人員

受診期間

検査機関

■

明 る

統一地方迷 竿

員選挙

議会議員選挙

な で~_・
■‐
9

いす

(12)

国保と老人医療は助け含い

C=====コ
局必ド゙′ク

1999高森国体
襖 艤

多
饂
勿

」一瞥

■
ｌ

4/11.(日 )

4/25(日 )

|

政
治
家
は
有
権
者
に
寄
付
を

贈
ら
な
い
！

有
権
者
は
政
治
家

に
寄
付
を

求
め
な
い
―

政
治
家
か
ら
有
権
者

へ
の
寄
付
は

受
け
取
ら
な
い
―

■

″́■

―
●



求人案内(南阿蘇地区)(平成11年 3月 16日現在)

口★男女不間

l①コンクリートブロック・2名・35～50歳  115,000～ 161,000円

日②コース管理側甲聯礫動・ 4名・18～ 59歳1 132,000～ 216,000円

l③販売員・インフォメーション 1名 。18～25歳‐ 135,800～ 180,000円

l④レストランスタッフ・ 2名・18～ 25歳  135,800～ 180,000円

l⑤食肉・鮮魚加工・・・・・1名・20～45歳  134,400円

l①リフト作業員(臨時)・ 1名 。60～65歳  140,000円

l②施設管理(パート)・ 3名・20～60歳  800～ 1,000円 /時給

l③調理師・・・・・・・・・・・・ 1名・18～45歳  150,000～250,000円

l④土木技術者・・・・・・・ 2名 。25～50歳  210,000～ 310,000円

l⑤ホテル支配人・・・・・ 1名・40～ 50歳  250,000～ 300,000円

l⑥営業・配達・・・・・・・・ 1名 。25～40歳  168,000～ 200,000円

l①縫製工・・・・・・・・・・・ 1名 。18～65歳  105,000～ 124,000円

l②製造工(パート)。・・ 2名 。18～45歳 600～ 630円/時給

l③准看護婦・・・・・・・・・ 1名・20～45歳  160,000～ 180,000円

l④清掃員(パート)。・・ 2名 。18～ 57歳  720円/時給

l⑤歯科衛生士…・・・・・・ 1名・20～35歳  145,000円

l⑥一般事務・・・・・・・・・・ 1名・18～ 35歳  170,000円
|※掲載内容はほんの一部です。このほかにも求人はあります。
| お問い合わせは早めに

日    阿蘇公共職業安定所 (ハローワーク)

I               TEL 0967-22-0040 紹介係ヘ

l承雫冒 |キFわ
せ時に、求人が取り消される場合もありますのでご了

ふるさと情報発信事業

～ 「住民手作 リビデオ制作」だより～

3月 14日 、風雨の中で行われた「新酒とふるさと

の味まつ り」、この日でたかもりPRビデオの撮影は

ほぼ終 了しました。この一年間で約60時間ものフイ

ルムが撮られ、4月 中には20数分間の完成ビデオが

できあが ります。この PRビデオはまずは熊本、福

岡、北九州のケーブルテレビで放映されることにな

ります。

今回のビデオ製作で最も活躍したのが小型デジタ

ル ビデオカメラです。技術の進歩により、大がか り

な撮影機材ではなくても高品質の映像をビデオに収

めることが出来るようになりました。将来的にはこ

の小型デジタルカメラと編集システムがあれば町民

だれ もが企画してビデオ製作することが出来ます。

町内の啓発ビデオ、ビデオ回覧板、グループ活動の

ビデオ製作など活用は様々です。一方、放送業界に

おいてもメディア媒体の急増 (ケーブルテレビなど)

により放送ソフトが不足 しているとも伺います。独

自でビデオソフ トを製作 し町外へ発信することも必

要だと思います。

高森の魅力を伝えるには、まだまだた くさんの時

間が必要です。そして、やはり、その魅力はこの素

晴らしい自然であると気づかされた一年間でした。

～製作班より～

ヤマメにがぶり 町外レポーター最後の撮影

●  ●

二
月
二
十
日
～
二
十

一
日
の
二

日
間
、
休
暇
村
南
阿
蘇
で
九
州
ハ

イ
ラ
ン
ド
観
光
ガ
イ
ド

・
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
協
会
が
主
催
し
て
、

第
四
回
九
州

ハ
イ
ラ
ン
ド
研
修

「
フ
レ
ツ
シ
ュ
ツ
ア
ー
交
流
会
＆

阿
蘇
研
修
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ハ

イ
ラ
ン
ド
内
の
魅
力
的
な
ツ

ア
ー
づ
く
り
を
目
指
そ
う
と
、
参

加
し
た
お
よ
そ
四
十
名
の
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
ガ
イ
ド
の
方
々
は
、
プ

ロ

の
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
の
助
言

を
交
え
て
の
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン

や

「阿
蘇
の
火
山
と
山
菜
研
修
」

と
題
し
て
阿
蘇
火
山
博
物
館
に
お

勤
め
の
池
辺
伸

一
さ
ん
の
阿
蘇
火

山
に
つ
い
て
と
百
種
類
の
野
草
酒

と
野
草
料
理
は
お
任
せ
の
小
林
ち

ま
こ
さ
ん

（久
木
野
村
）
の
二
名

の
講
義
を
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱

心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

三
月
二
十
三
日
に
は
、
本
町
草

部
出
身
で
自
然
を
愛
す
る
会
代
表

の
阿
南
誠
士
さ
ん
を
迎
え
て
の
自

然
と
仲
良
し

「中
高
年
と
女
性
の

た
め
の
登
山
教
室
」
が
開
催
さ

れ
、
お
よ
そ
六
十
名
の
参
加
者
た

ち
は
健
康
な

ハ
イ
キ
ン
グ

の
仕

方
、
山
の
マ
ナ
ー
と
計
画
等
を
学

び
ま
し
た
。

鰹
一銀
電

ご
存
知
で
す
か
？

人
と
自
然
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

九

州

ハ
イ

ラ

ン
ド

阿
蘇
南
外
輪
山
か
ら
球
磨
郡
に
至
る
熊
本
県
の
東
部

一
帯
と
宮
崎
県
の

椎
葉
村
、
五
ヶ
瀬
町
を
含
む
九
州
脊
梁
の
山
々
を
中
心
と
し
た
高
地

（
ハ

イ
ラ
ン
ド
）
の
総
称
で
す
。
こ
の
地
域

一
帯
で
自
然
環
境
や
生
活
文
化
等

を
楽
し
み
な
が
ら
体
験
す
る
新
し
い
観
光

（体
験

・
学
習

・
交
流
型
の
観

光
）
を
目
指
し
て
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行

つ
て
い
ま
す
。

各参加者がガイ ド役を交互に務めて研修

交通安全はみんなの役割  忘れてならない 一人ひとりの心が

飩
Ю
』暉
ほ躍
ば輸
躍
鋤
」
⑩

期

間
　
五
月
十

一
日
～
二
十
日

◇
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
徹
底

◇
高
齢
者
と
子
ど
も
の

交
通
事
故
防
止

◇
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

着
用
の
促
進

し

の り

と

結果 用

4

ロリ い ま

24 月 24

結ヽ間

り

と 3

午 前

_ (り妻ド46

席  87, 1‐ %

シートベルト

着用率調査を実施
今
年
も
ピ
カ
ピ
カ
の
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
、
う
れ
し
そ

う
に
歩
く

一
年
生
の
姿
を
、
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
見
か
け
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

で
も
、
残
念
な
こ
と
に
毎
年
、
全
国
で
九
千
人
近
く
の
新

一
年
生
が

交
通
事
故
に
遭

っ
て
い
ま
す
。

晴
れ
た
日
だ
け
で
は
な
く
、

一
雨
の
日
も
で
す
よ
。

そ
し
て
安
全
な
歩
き
方
を
見

つ
け
て
下
さ
い
。

と
こ
ろ
で
、
以
前
、
子
ど
も
を

交
通
事
故
か
ら
守
る
合
言
葉

一
『ト
マ
ト
』
（ト
ー
止
ま
る
。
マ
ー

．
・
待
つ
。
ト
ー
飛
び
出
さ
な
い
。
）

．
の
お
話
を
し
ま
し
た
が
、
今
回

は
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
さ
わ
や
か
で
安
全
に
一

日
が
過
ご
せ
る
『朝
の
標
語
』
を

ご
伝
授
し
ま
し
ょ
う
。

出
か
け
る
人
の
不
安
や
負
担
を
、
お
母
さ
ん
の
ス
テ
キ
な
笑
顔

と
こ
の
標
語
で
軽
く
し
て
、
交
通
事
故
を
防
ざ
ま
し
ょ
う
ね
。

さ
あ
、
元
気
に

「行

っ
て
ら

っ
し
ゃ
～
い
」
。

茨
城
県
・ひ
た
ち
な
か
市

「交
通
教
育
指
導
員
の
日
記
」
か
ら
許
諾
転
載
。

同
市
の
交
通
安
全
教
育
と
交
通
指
導
員
制
度
は
最
先
端
を
い
く
も
の
。
危

険
と
安
全
に
つ
い
て
自
ら
気
付
か
せ
る
指
導
方
針
で
、
「交
通
社
会
人
」
を
育

て
る
具
体
的
か
つ
解
り
や
す
い
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
教
育
は
市
町
村
の
役
割
で
す
。　
本
町
で
も
交
通
教
育
に
つ
い

て
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
年
度
か
ら
女
性
の
交

通
指
導
員
を
任
命
し
、
交
通
教
育
面
の
取
り
組
み
を
強
化
さ
せ
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
後
月
号
で
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

朝のあι〕さつ √あι〕うえおゴ●  ●

さ
あ
、
お
母
さ
ん
方
、
交
通
事

故
を
防
ぐ
た
め
に
ぜ
ひ
お
子
さ

ん
と

一
緒
に
、
同
じ
目
の
高
さ

で
通
学
路
を
歩
い
て
み
て
下
さ

・
せ
ら
ず

・
そ
が
ず

・
る
さ
く
言
わ
ず

・
が
お
で
今
日
も

・
く
り
だ
す

あ

・

う

・

え

・

ヽ

Ｄ

，

■
‘

‐

横断中
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ヽ
｀

ク
｀
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